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原了力規制委員会殿

乙第2 3 2号証

関原発 第 592 号

2 0 2 1年 2月1 9日

大阪市北区中之島3丁目6番1 6号

関 西 電 力 株 式 会 社

執行役社長 森 本 孝

高浜発電所4号機 蒸気発生器伝熱管の損傷について

実用発電用原子炉の設置、 運転等に関する規則第1 3 4条の規定により、 関原

発第5 6 2号（ 2 0 2 1年1月2 5日）にて提出した原因ならびにその対策を取

り纏めた報告書について、 別紙のとおり補正します。
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s G器内点検結果
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スケール剥湾住メカニズムイメー ジ（4/4) 

（スケールの粒径増大に伴う伝熱管界面での空隙増加のイメ ー ジ （長期停止中））
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鉄イオンの溶出・再析

出により粒径増大

粒径僧大に伴い伝熱

管界面の空隙増加

＝今剥離の促進

〈ごレ
ヒドララン水中で鉄イオンが

溶出・再析出を繰り返す
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鉄イオン

時間経過とともに粒径増大

鉄イオン












































































































































